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１　「太め」は個性の一つとして市民権を得た

のか

　視覚中心主義の社会において、「美しさ」は
人間の評価を決めるための主要な価値基準であ
る。特に女性にとって「美しくあること」は、
社会的に「女性」としての価値を認められるた
めの必要条件であり、自己肯定感に大きな影響
を与えるものである。「美しさ」が価値を持つ
社会において、「美しくなりたい」ということ
は自然な感情であり、その実践の実践は楽しい
こととされている。

　しかし、「美しくなければならない」という
社会的なメッセージが抑圧的なものであること、
それが女性たちの自己肯定感に影響を与えてい
ることも事実である。それ故フェミニズムの文
脈においては、「美しさを求めなければ女性と
して幸せになれない」という「美の神話」の解
体が目指されてきた。女性は政治的社会的権利
を手にしてはいるが、社会におけるあらゆる場
面で「美しさ」という基準を理由に自己肯定感
が持てないようになっているのである。
　例えば、若い女性に過剰な価値付けをする日
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本の社会においては、いくら社会的な成功を収
めたり、収入があったりしても、それが年齢を
重ねた中年女性ならば「女性としての価値」と
いう別の基準によって、価値の低い存在とみな
されてしまうのである。
　このような「美の神話」の一つに「肥満」1 と
いう問題がある。美の基準には、「顔の形が整っ
ていること」「肌がキレイであること」など様々
な基準が存在しているが、「痩せている／太っ
ている」という基準は女性たちに大きな影響を
与えてきた。体重過多＝太っている、というこ
とは、女性を価値付ける美の基準からははずれ
ているのだ。
　欧米のフェミニストたちは、この「太ってい
ては美しくない」価値観によって、女性が体重
にこだわり過剰なダイエットに走ることを批判
してきた2。この価値観によって、女性たちは
実際の体重が何キロであろうとも、「十分には
痩せていない」という意識とともに低い自己認
識をもってしまうのである。また、自己認識や
自己肯定感が得られないということだけではな
く、アメリカをはじめとする肥満大国では、太っ
ていることによって就職機会を失ったり、昇進
ができなかったり、という経済的不利益を生じ
させるものになっている3。
　日本においては、肥満によって経済的不利益
が生じるほどの差別的状況はまだみられないが、
太ることを恐れた20代の女性たちの痩せすぎが
問題視されている。平成15年（2003）の『国民
栄養調査』（厚生労働省）では、昭和57年（1982
年）から平成14年（2002年）の二十年で、女性
の低体重4 者は、20歳代、30歳代では2.0倍になっ
ていることが報告された。平成26年の『国民健
康・栄養調査』においても、20代女性の低体重
傾向は変わっておらず、若い女性の痩せ傾向を
指摘することができる。
　平成15年度の調査結果から、女性の低体重は

女性自身の健康問題もさることながら、低体重
の女性が低出生体重の子どもを産む可能性があ
ることが指摘されていた。このことからわかる
ことは、日本の社会においては、若い女性は、
美的な存在としてあることと、産むことにふさ
わしい「健康」な身体であることを求められて
いると言うことである5。理想とされる二つの
女性のあり方が、ひとりの女性の中で交差して
いると言えるだろう。それ故、若い女性たちは
自分の身体と向き合う時に混乱を覚え、身体や
容貌についての悩みを抱えることになる。矛盾
した二つの要求は、場合によっては女性にとっ
てマイナスに作用し、極端な低栄養・低体重（い
わゆる「激やせ」）状態や拒食症などの摂食障
害などにも影響を与えていると考えることがで
きる。
　一方で、ここ数年「太め」を「ぽっちゃり」
と言い換えて、「肥満した女性」がメディアで
取り上げられるようになっている。「ぽっちゃ
りブーム」という言葉で報道されることも多い。
このような現象を見る限り、痩せた身体のみが
美しいとされている価値観が揺らいでいるかの
ように思われる。しかし、日本において、多様
な身体のあり方は認められるようになったと言
えるのか、「ぽっちゃり」も個性の一つとして
認められるようになったのか、その受容状況に
ついて検討をしてみたいと思う。

２　欧米の「太め」事情

　「肥満」した女性が社会的に低く扱われること、
特に「美しさ」の領域において、存在しないも
のとして扱われていることに異議を唱えるムー
ブメントが、目立って欧米のメディアで取り上
げられるようになったのは1990年代のことであ
る。
　まず、その先駆けとなったのは1979年に発足
した BBW Magazine である。BBWとは、Big 
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Beautiful Woman の略であり、「大柄な美女」
あるいは「太め美人」というニュアンスの言葉
である。キャロル・ショウ（Carole Shaw）によっ
て作られた言葉であり、この言葉を冠した雑誌
BBW Magazineを創刊した。「太った女性」向け
のファッション情報提供だけでなく、ファッ
ションショーを主催し「太った女性たち」のコ
ミュニティ作りをした。自己肯定できず社会に
埋もれた「大柄な」女性たちに役立つ情報を与
え、肯定的な自己意識をもつための理論を提供
していたのである。しかし、その後は雑誌ビジ
ネスのなかで勝ち抜くことができず、BBW 
Magazine という商標ごとポルノ雑誌『ハス
ラー』で有名なLFP（Larry Flynt Publications） 
に雑誌を売った。LFP, Inc. は、従来の方針の
ままに雑誌を作ったが、結局1990年代の雑誌競
争に勝てず、1990年代後半に廃刊となった。そ
の後元のスタッフによってBBW Magazine の商
標が買い戻され、Aeon Publishing Company, 
Inc. から新たに雑誌として創刊されることに
なったが、インターネットの時代において雑誌
媒体が商業利益を上げるのは難しく、結局
web 誌を経て、現在は過去の記事を提供する
にとどまっている。
　一方、BBW magazine が打ち出した社会的に
不当に扱われている「太った女性たち」をエン
パワーメントする思想は、アイデンティティ・
ポリティクスの一つとして、fat acceptance 
movementを生み出していった。fat acceptance 
movement とは、社会における肥満者に対する
偏見を取り除き、肥満者を解放することを目的
とする運動である。この運動は、アメリカだけ
でなくフランスでも行われていた6。
　「太っている人」への差別が一番はっきりと現
れているのは、ファッション業界である。BBW 
magazine が作られた当時、女性向けの大きなサ
イズの服は、デザイン性に乏しく、最新の流行

やセンスの良さからかけ離れたものであった。
「肥満者用」の服はもちろん作られてはいたが、
ファッショナブルなデザインのものは少なく、
標準サイズより大きい女性たちは、既製服で気
軽にファッショナブルに装うことはできなかっ
たのである。それ故 fat acceptance movement
の流れのなかで、「太った人用」のファッショ
ン情報やファッションブランドが要求されるよ
うになった。ムーブメントの当事者たちが、
ファッションブランドをたちあげたり、「プラ
スサイズモデル」を使ったファッションショー
を行ったりしたのである。「プラスサイズモデ
ル」とは、モデルが着るサイズ、アメリカ基準
の２、４、６以上のサイズの服を着る体格のモ
デルを指す言葉である。この時代を象徴するよ
うな「プラスサイズモデル」にケイト・ディロ
ン（Kate Dillon）がいる。彼女は、最初は６
という普通サイズのファッションモデルとして
デビューしたが、摂食障害によってモデルを一
度やめ、それからサイズ14のプラスサイズモデ
ルになった。アメリカ版『ヴォーグ』誌に初め
て登場した「プラスサイズモデル」である。こ
の他、グッチの広告キャンペーンにも起用され
ている。
　90年代、ファッション業界は、「政治的に正
しく」多様性に目を向けていることを示すため
に、プラスサイズモデルにオートクチュールを
着せてランウエイを歩かせた。現在では、世界
の有名都市で開かれるファッションウィークに
は、必ず「プラスサイズ」のファッションショー
が含まれる。ファッション雑誌は、「プラスサ
イズモデル」を使ったグラビアを載せるように
なり、プラスサイズモデルの専門エージェン
シーが作られている。この背景にあるのは、
2000年代になり、アパレル産業の「プラスサイ
ズ」市場が急成長を遂げたという経済的要因で
ある。ちなみに、米国内の民間の市場調査機関



―　　―222

によれば、2014年４月までの一年間で、「プラ
スサイズ」市場では175億ドルの売り上げがあり、
「プラスサイズ」服の市場は拡大傾向にある。
アパレル業界は、「プラスサイズ」の女性たちの
要求を無視しては、利益を得られないのだ。
　しかしながら、ファッションのメインスト
リームは、あいかわらず「痩せた人用」の服で
あり、「プラスサイズ」のファッションショー
はアリバイとして行われているに過ぎない。
ファッション業界が発するメッセージは、「細く
なければ私たちの服を着る資格はない」から「細
くなければ私たちの本当に美しい服を着る資格
はない」というものに変わっただけなのである。
　例えば、「プラスサイズ」ではないモデルた
ちの「摂食障害」や「激やせ」問題は、繰り返
し報告されている。2000年代の初めに、「痩せた」
女性ばかりがメディアに登場することが摂食障
害を招いており、ファッション業界にも一因が
あるという批判を受け、あまりに「痩せすぎた
モデル」の使用を禁止することを自粛したが、
「痩せたモデル」が重用されているのは現在で
も変わってはいない7。いまだに摂食障害に悩
む女性たちや体を壊してやめていくモデルたち
が証明するように、「痩せていること」が礼賛
される価値観をファッション業界は作り続けて
いるのである。
　2007年には、ミラノのファッションウィーク
にあわせて、フランスのモデルで拒食症のイザ
ベル・カーロのヌードを使った拒食症防止キャ
ンペーン用のポスターがつくられた。このポス
ターは、病的に痩せた裸体という見る人にとっ
てはショッキングなものであり、特に拒食症の
患者を商業目的のポスターにつかうことの倫理
的問題が論議された。イタリアやフランスの広
告監視機構はこのポスターの使用を禁止したり、
使用中止の勧告をしたりといった対策をとった8 

が、当時のイタリアの保健相は拒食症に対する

啓発キャンペーンとして評価した。ファッショ
ン業界は、自分たちが作り出すファッションが、
相変わらず「痩せている」ことを美の第一基準
にしており、その影響力を自覚しているという
ことなのである。
　「プラスサイズモデル」についても賛否両論
ある。2009年にカール・ラガーフェルドは、ド
イツの『フォーカス』誌のweb 版で、「誰も丸
い（太った）女は見たくないのだ」と述べた9。
これは、ドイツの有名な女性誌Brigitte 誌で飢
餓状態であるかのように見える「痩せたモデル」
たちについての議論が展開されていたことを受
けての発言である。ファッションは、夢とイ
リュージョンの世界なので、誰も現実の女性の
姿を見たくはないと思っているということであ
る。
　映画『プラダを着た悪魔』（2006米）の中に、「ラ
ンウエイ」（主人公が編集アシスタントとして
働く架空のファッション誌）においてある服は、
サイズ２と４10 しかないという台詞が出てくる
が、メインストリートのファッションにおいて、
「プラスサイズ」は肯定的に評価されていない
ことを示すものとして考えられる。
　また、“Fat Sex The Naked Truth”の著者
であるレベッカ・ジェーン・ワインシュタイン
は、無名のファッションデザイナーのチャレン
ジ番組「Project Runway」11 に出演するデザイ
ナーたちが、リアルな「太った女性」モデルを
嫌たことを指摘している。この番組は、デザイ
ナーが様々な課題に挑戦するものだ。そのチャ
レンジ課題の一つに一般視聴者のモデルを募っ
た“real-size model”があり、これに参加した
デザイナーによる「肥満」ハラスメントが問題
になったことがある。
　「肥満者」の権利運動が存在しているアメリ
カではあるが、「プラスサイズ」の女性たちが
モデルサイズの女性たちと同じように美的な存
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在になったとはまだ言えないのである。

３　日本の「ぽっちゃり」受容について

　現在の日本社会において、「ぽっちゃり」女
子がブームであるとメディアなどで取り上げら
れている。「ぽっちゃり」した女性アナウンサー
やタレントの人気や「ぽっちゃり」女性向けの
ファッションブランドやファッション誌が人気
であることが報告されている。
　この「ぽっちゃり」という言葉で形容されて
いる人たちの体型は、丸顔であったり、胸のサ
イズが大きかったりというレベルのものから、
身長150センチ台で80キロ、100キロ近くのレベ
ルまで幅がある。
　その理由を「ぽっちゃり」の基準が男性と女
性とで異なるからだとする説もある。しかし、
男女というよりは従来の「少し肉付きがよくデ
ブというほどでもない」という意味で考える人
と「太め」「肥満」への肯定的評価を示す言葉と
して考える人によって、その対象範囲が変わる
からだと考えることが出来るだろう。現代では
「ぽっちゃり」という言葉は、かなり広範囲に
わたる体型を指し示すものになっている。
　現代の社会では、性別や年齢、体型を問わず、
それぞれのあり方にしたがって、「見た目」を
キレイに保つことが価値のあることとされてい
る12。ファッション業界は、「美しく装いたい」
という人々のニーズに応えていろいろな体型に
あった衣服を販売するようになった。それまで
ファッションの対象外とされていた「体重過多」
の女性たちのためのファッショナブルな衣服が
販売されるようになったのである。
　このような流れの中で、メディアは「ぽっちゃ
り」という言葉によって、「太った」身体に対
するマイナスイメージの是正を図っているので
ある13。
　アパレル業界では、大手通販会社のニッセン

が、大きめサイズ専門のブランド「スマイルラ
ンド」を2002年に立ち上げている。元々ニッセ
ンは、通販で多様なサイズ展開をしていたが、
このブランドは、豊富なサイズをセールスポイ
ントにした「ぽっちゃり」女性に特化したデザ
インのブランドである。ニッセンは、通販だけ
でなく、2009年に兵庫県尼崎市の複合商業施設
に「COCOE」（2013年10月９日から「あまが
さきキューズモール」に施設名変更）初店舗を
オープンさせている。現在では、兵庫、宮城を
はじめとして、東京、埼玉、千葉、大阪に店舗
展開しており、「ぽっちゃり」女性にとって買
い物をしやすい空間を演出している。
　通販という販売形態は、買い物の最中にサイ
ズを販売員に知られたり、買い物をしている姿
を誰かに見られ「デブのくせにおしゃれをしよ
うと思っている」といった嘲笑的な視線を受け
たりすることはない。現在100億ドルを超える売
り上げを誇るアメリカの「プラスサイズ」市場
もインターネットを通じた通販が大きな割合を
占めている。日本でも、2008年に通販会社のセ
シールが、ビッグサイズの「プランプ」を投入
し、それ以後インターネット通販で、「大きい
サイズ」の女性服を扱うショップが増えている。
　そして、「ぽっちゃり」女子向けのファッショ
ン雑誌も創刊されるようになった。有名出版社
の女性誌が次々と休刊・廃刊していく中で、最
初は「ぽっちゃり」女子向けのファッションムッ
ク本であった（2013年）ぶんか社の『la farfa（ラ  
ファーファ）』は2014年に隔月刊誌になった。
この雑誌は、「太め」の女性が参考にできる
ファッション情報がほしいというニーズにこた
えるものである。欧米の「ぽっちゃり」系の市
場に比べれば、規模は小さいが、日本の若い女
性たちが痩せなければ着られる服がない、若い
世代が年齢相応のスタイルを楽しむことはでき
ないという状況ではなくなっていると言える。
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　また、10代の女性たちに影響を与える「少女
漫画」の世界でも、「ぽっちゃり」女子をヒロ
インにすえた『ぽちゃまに』（平間要　白泉社『花
とゆめ』2011年24号から掲載開始）が出版され
ている。従来少女漫画といわれる分野において、
「肥満」や「ダイエット」をテーマにした作品
は多い。拒食症におちいる女の子を描いた大島
弓子の『ダイエット』（角川書店　1989）や、
デブのOLのコンプレックスにまつわる物語を
描いた安野モヨコの『脂肪と言う名の服を着て』
（祥伝社　2002）など名作もある。この『ぽちゃ
まに』は、高校生が主人公のオーソドックスな
「普通の女の子」が恋をするストーリー漫画の
構成をとっている。ヒロインが、複雑な親子関
係に悩みダイエットと過食を繰り返したり、
太っていることのどうしようもないコンプレッ
クスと「デブ」に対するシビアな社会的扱いを
描いていたりするものではない。「ぽっちゃり」
マニアな男子高校生との恋愛模様が多少セク
シャルな接触を含めて描かれている。
　『ぽちゃまに』のような作品には賛否両論あり、
いままでになかった「ぽっちゃり」女子が恋愛
漫画のヒロインになっていることをストレート
に評価するものと、タイトルが示しているよう
な「ぽっちゃり」マニアで触りたがる男子とい
う設定の安易さを批判する論である。
　少女漫画の定型としての恋愛物は、ヒロイン
は普通の女の子であるけれども、その唯一無二
性を愛するヒーローがいるというところにポイ
ントがあるのだが、『ぽちゃまに』のヒーローは、
最初から「ぽっちゃり」マニアという設定なの
で、ヒロイン本人より「ぽっちゃり」という属
性にのみ惹かれている。つまり、ヒロインのフェ
ティッシュな部分が目立ってしまうのだ。
　実際の社会において、「太っている人」は、
「太っている」ということにすでに与えられてい
るキャラクターを通して評価されることが多い。

「太っている」ということについての言説の中
には当然肯定的なイメージのものがある。例え
ば、「やわらかい」「優しい感じ」「包容力がある」
「おっとりしている」「おおらか」などといった
イメージである。これは、あくまでも勝手に社
会が「太っている」ということを価値づけてい
るだけで、実際の「太っている人」からアンケー
トデータをとって導き出したといった特性では
ない。このような定型化されたイメージによっ
て造形されるヒロインのリアリティのなさが
『ぽちゃまに』に見られるのだ。
　このような定型化された「太め」「ぽっちゃり」
イメージは、実際の人物にも適用されることが
多い。「太っている人」は、通常の人格に加え
て「太ってもいる人」と見られるのではなく、
「太った人」に与えられている既存の性格づけ
に基づいた扱いを社会で受けることが多い。反
対に何をしてもどのようなことができたとして
も、「太っている」ということを評価軸にして
判断がくだされてしまうのである。
　雑誌に「ぽっちゃり」な読者モデルが可愛ら
しく登場し、テレビなどのマスメディアで、
「ぽっちゃり」した女性タレントが活躍するとい
う状況は、「太っている」ことに対する肯定的イ
メージを構成することに役立っているといえる
だろう。彼女たちがテレビで活躍する姿は、太っ
た身体＝醜いという既存のイメージをパワフル
で可愛いというイメージに変える。言い換えれ
ば、彼女たちの姿を見慣れることによって、太っ
た身体フォルムへの一方的なイメージの押しつ
けを解消する働きをしていると考えられる。
　しかし、「太め」「ぽっちゃり」が受け入れら
れるのは、このような既存の「太め」イメージ
やテレビで活躍する芸能人の「太め」キャラが
演じている「明るい」イメージを演じることが
できたときだけである。「ぽっちゃり」「マシュ
マロ女子」という語感が示す、「太っていても」
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可愛い感じ、時には自分の体重をネタにした自
虐ギャグも言うことができる「明るさ」を演出
することで、社会の中で認められる存在になる
のである。
　「ぽっちゃり」という言葉が浸透しながらも、
「デブ」という相手を傷つける破壊力のある言
葉が消えないのは、それぞれの意味作用が異な
るからである。体重過多を表現する言葉として、
「ぽっちゃり」はそれを肯定し、「デブ」はそれ
を否定するものである。「デブ」という言葉が
暴力性を帯びるのは、体重が多いということを
示すだけでなく、「太っている」ことに結びつ
けられたマイナスの価値付けを理由に相手を否
定しきる力をもっているからである。相手の人
間性、社会でまっとうに扱われる権利を否定す
るという意味が「デブ」という罵倒語に込めら
れているのである。

４　「ぽっちゃり」と「健康」問題

　アメリカでの「プラスサイズ」モデルは、多
様な身体が存在することを内外に示し美のイ
メージを変化させるという文脈で肯定的に評価
されてきた。しかし、一方で、彼女たちの姿は
不健康の象徴であるという批判もまた存在して
いる。ファッションモデルとして、彼女たちの
姿がメディアに現れるということは、その身体
を維持しているであろう「不健康な食生活」や
「だらしない生活」「運動習慣のなさ」などを肯
定するのと同じであるという言説である。彼女
たちの肥満した姿は不健康の象徴なのである。
「プラスサイズ」モデルが、美しく自信に満ち
ていることによって、「太っている」ことが肯
定的なものになることを恐れるのは、「肥満」
が健康ではないということを主張したい人たち
である。
　健康言説14 において、体重過多の状態は肯定
されることはない。体重過多な状態は、「ぽっ

ちゃり」であろうと「デブ」であろうと否定さ
れ、改善されるべきものとされている。
　医学的な言説からすれば、「肥満」は生活習
慣病の疾病要因である。日本では、メタボリッ
クシンドロームという言葉が社会に浸透するに
つれて、「肥満」に対する否定が強化されていっ
た。厚生労働省の説明によると、メタボリック
シンドロームは、内臓脂肪症候群のことであり、
「内臓脂肪型肥満を共通の要因として高血糖、
脂質異常、高血圧が引き起こされる状態で、そ
れぞれが重複した場合は命にかかわる病気を招
く」15 ものとされている。
　2006年に、厚生労働省から、「平成16年　国
民健康・栄養調査結果」で「メタボリックシン
ドローム（内臓脂肪症候群）の状況を中心に」
が出され、「肥満は不健康」であるという言説
が社会的に共有されるようになる。さらに、
2008年４月から始まる特定健診制度（糖尿病等
の生活習慣病に関する健康診査）は、40歳から
74歳までの公的医療保険加入者全員を検診対象
とし、BMI 値と腹囲の数値および血糖値、血圧、
脂質、喫煙などの生活習慣から危険度を区分し、
クラスにあった保健指導を受けさせるというも
のである。その受診率や保健指導実施率の達成
度によって、各自治体や保険組合の後期高齢者
医療制度の財務負担の増減を設定しているので、
そのような組織を通して、「体重過多」は社会的
な問題として管理されていくようになっていっ
た。
　この制度が導入されたときに、大いに注目さ
れたのが腹囲による肥満認定、「メタボ診断」で
ある。2008年の段階では、腹囲の基準値は、男
性85cm、女性90cmであった。しかし、その後メ
タボリックシンドロームを判定する診断基準の
正当性が内外の研究成果から批判され、腹囲測
定値はメタボ診断において、必須ではなくなっ
ている。男性の腹囲の基準値より女性のそれが
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大きい理由や数値がどのような統計データのも
とに算定されたのかなど疑問が提示されたため
である。実際には、痩せていても高コレステロー
ル値や高血糖値を示す人もおり、生活習慣病の
危険度については、腹囲という目に見える簡単
な指標だけで対応することはできないだろう。
生活習慣病を正しく予防するためには、個々人
の年齢、性別、生活などの細かい要因を勘案血
糖値、血圧、コレステロール値などの検査を行
い、総合的に判断するような時間とコストのか
かる検診が必要になると考えられている。
　この腹囲の基準値によるメタボ診断は、現在
でもとても大きな効力を持っている。医療の現
場を離れた「健康言説」において、「体重過多」
を「肥満」であると認定する際の指標として言
及されることが多い。この腹囲の基準値は、不
健康な身体のあり方を図る物差しとして社会に
与えられ、それを様々なレベルの健康言説が利
用し、「肥満は不健康である」という一元的イ
メージが定着したのである。健康不安をあおる
TV番組、減量のためのダイエット情報やサー
ビス、健康食品など健康にまつわる言説におい
て、「肥満は不健康」なのである。
　個人の幸福な生活という観点からすれば、「健
康」は望ましいものである。将来の疾病を防止
するための検診と生活習慣の改善指導は、将来
の健康のために必要なものだ。しかし、「健康」
を維持し、将来の疾病を予防するということで
あれば、「肥満」以外にも対策をとらねばなら
ないことはたくさんある。個人の生活習慣で問
題視されている喫煙は、社会的に禁煙を推進す
る方向で対策を立てられているが、個人の嗜好
品としての存在価値を否定されるところまでに
はいたっていない。公共の場所での喫煙や飲食
店での分煙が推奨されてはいるが、喫煙所の設
置がなされており、当人が健康被害を承知で喫
煙する権利、いわゆる「愚行権」が認められて

いるといえよう。
　これに対して健康言説は、「肥満」に対して
あまりに不寛容である。生活習慣病を予防し健
康を維持するためには、「肥満」以外の要因に
対しても対策が必要であるにもかかわらず、「体
重管理」に特化した対策が健康言説で繰り返さ
れるのは、「肥満」が体重測定やボディパーツ
の測定によって判断でき、不健康の象徴として
とても分かりやすいものだからである。肥満を
解消することによって、健康を手に入れられる
という自助努力の健康論とも結びつきやすい。
　健康情報番組などのメディアで流される健康
不安を煽る言説は、その不安を解消するものと
して様々な個人でできる手段をセットで提示す
る。健康の維持は、自分の責任でなんとかなる
ものであるという論理がそこには存在している。
　しかし、実際には健康の維持のためには、自
分で出来る範囲のことだけでは十分ではない。
　例えば、ストレスの多い生活環境であれば、血
圧はすぐに高くなる。私生活や職場環境によっ
て、ストレスが高まっているからといって、簡単
に人生を変える選択をすることは難しい。特に
仕事関連のストレスは仕事を辞めればなくなる
だろうが、収入がなくなれば生活ができなくな
る。
　社会的な対策として、生活習慣病の危険因子
をなくすのであれば、たばこ産業の廃止や高カ
ロリー低栄養なジャンクフードの製造販売禁止、
ストレスの多い職場環境の企業に対する罰則付
き業務改善命令など社会のシステムを大幅に改
善しなければならない。
　このような対策が必要であるにもかかわらず、
健康を維持することは個人の責任であるという
論理を社会に浸透させ、個々人に国家が設定し
た健康の基準を目指す努力を強制するのである。
　現在40代後半から50代前半にかけての世代は
男女を問わず、小中高においては、「肥満児」
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対策ということで身体管理への意識をたたき込
まれ16、中年期である現在、生活習慣病予防の
ために、国や勤め先から身体管理を要求されて、
「健康維持は個人の責任」という論理がすり込
まれ続けている。
　書店で40代以上を対象にしたダイエット本が
売れるのは、この世代にはそれだけ身体管理の
規範が身に染みついているからであり、ダイ
エットに馴染んでいるからであると言えよう。
しかも、この世代がもっている体重管理の思想
が、子ども世代に伝えられ、そこで「体重は自
分の意思で管理されるべきもの」という信仰が
再生産されるのである。
　日本社会では20世紀の後半から、飽食の時代
と言われ続けている。メディアではグルメ情報
が絶えず取り上げられ、安価で高カロリーな食
品があふれる社会では、肥満にいたることはた
やすい。
　一方で、「痩せていること」という価値基準
は強固に存在し続けている。女優やモデルとい
う「美しさ」が問題にされる職業では、スリム
であることが第一条件であり、一流ブランドの
広告のイメージキャラクターは、大部分が従来
の痩せすぎと言われるくらいスリムなモデルた
ちである。
　肥満に誘導しながら、痩せていることを理想
としている矛盾した社会でありながら、太るこ
とは自己責任であるとする倫理を押しつけるこ
とが問題なのである。
　このような倫理観においては、「太っている」
「肥満」という状態にあることは、美的なこと
だけでなく、「太るまでの過程」と「太ってい
る状態でいること」ことから類推される「努力
の足りなさ」という倫理的な面からも、否定的
に評価されるのである。
　「太るまでの過程」から想像されるのは、食
べ過ぎや運動不足である。「食べ過ぎる」とい

うことは、自分の食欲がコントロールできない
ということであり、だらしのないメンタリティ
の持ち主であるという想像にいたる。更に言え
ば「運動不足」であり、怠け者で動作が鈍いと
いうマイナスイメージももたらされるのである。
　「太っている状態」に対しては、自分の身体
をコントロールできてないことに対する「自己
責任論」からの懲罰的視線が社会と個々人のメ
ンタリティの中に存在しているのである。生活
習慣病予防のための生活指導において、医療者
が「肥満」していることを咎め、生活指導では
なく、訓導を施すような態度をとることがある
ということも報告されている。「健康」という
観点からすれば、「肥満」は絶対悪であるとい
うことから、医療的な指導より道徳的な裁断が
先に立ってしまうのだろうが、医療者という権
威のある専門家からの懲罰的な視線によって、
男女というジェンダーの違いを問わずに、体重
管理をしなければならない、「不健康な」「みっ
ともない身体」の持ち主という自己嫌悪への道
が開かれることになる。
　若くて可愛い「ぽっちゃり」女子も年齢を重
ねれば生活習慣病予備軍となり、「健康言説」
に取り込まれるだろう。「ぽっちゃり」という
言葉によってもたらされる「ありのままの身体」
に対する肯定感は、健康言説の中で無効化され
てしまうのである。テレビで「ぽちゃかわいい」
タレントが活躍し、一般の「ぽっちゃり」な女
性がファッショナブルに装うことで、従来の美
の基準が揺るがされ、新たな美のありかたを社
会が受け入れることが期待される。しかし、「肥
満」についての健康言説は、常に再生産され強
固なものであるために、「ぽっちゃり」を評価
する新しい美の基準を確実なものにするのは難
しいと考えられる。
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【注】

1  本稿では、「肥満」という言葉を医学的意
味だけでなく、文化的意味においても使用
している。

  また、「太っている」基準の社会的な設定
と「太っている」という自己意識は連動し
ていないことも指摘しておきたい。標準体
重以下であっても、「太っている」という
意識を持つ女性は多い。たいていの女性た
ちはどのような体重であれ、「少しは太っ
ている」「体重を落とす必要がある」と感
じていることに問題がある。このような実
際と身体イメージのずれが生じてしまうこ
との原因のひとつに「痩せている」ことが
「美しいことである」という美の基準があ
るといえよう。

2  心理療法家のスージー・オーバックは、摂
食障害と肥満の問題についての分析を1970
年代から行っている。この摂食障害との関
連で、過剰なダイエットを女性に強要する
社会のあり方が批判的に分析されている。

3  古郡鞆子「肥満が雇用・賃金・生産性に与
える影響と体重差別」『大原社会問題研究
所雑誌』no. 647/648　2012/09/10　pp. 48-

  58を参照
4  低体重とは、BMI＜18.5のことである。肥

満度の判定は、 BMI（Body Mass Index）
を用いて行われる。BMI は「体重 kg/（身
長m）２」から算出され、18.5≦BMI＜25
が普通体重（正常）、BMI≧25が肥満とさ
れている。2011年に日本肥満学会によって
BMI≧35が「高度肥満」と定義され、診断
や治療の対象になっている。WHO（世界
保健機構）は BMI 値≧30を「肥満」とし
ている。

5  女性たちは、年齢を問わず、常に矛盾した
あるべき身体イメージの影響下にあると考

えられる。中年期以降の女性たちは、加齢
による体型の変化をそのままにしておくこ
とは許されない。「美しさ」という観点か
らすれば、若い時と同じ体型、同じサイズ
であることは価値のあることである。加え
て「健康」維持のためには「痩せている」
ことは好ましいことであり、いずれにせよ、
自分の体重や体型過多やをあるがままにし
ておくことは、社会における存在価値を低
下させることになるのである。

6  Anne Zamberlan（1950-1999）は、フラン
スでのfat acceptance （la size acceptance） 
の代表者である。モデルから映画出演まで
こなした。

  デザイナーのエドモンド・ブブリルは、
太った女性専門のブランドを2000年代に立
ち上げている。オリジナルブランドを店舗
とインターネットで販売している。
46eplus.com

  http://www1.46etplus.com/fr/　（2014/10/
  20閲覧）
7  2000年に英国医学会の要請により、英国の

ファッション誌、広告代理店、モデル事務
所などに「痩せすぎ」モデルを使用するこ
とを自粛した。（朝日新聞　2006年６月23
日朝刊）

8  この写真は、イタリアの写真家オリヴィエ
ロ・トスカーニによって撮影された。

  イザベル・カーロは、2010年に死去してい
るが、死因は公開されていない。

9  Focus on Web 2009/10/11
  h t t p : / /www . f o cu s . d e /pano r ama/

boulevard/mode-karl-lagerfeld-verteidigt-
d u enne -mode l s _ a i d _ 4 4 3 8 5 6 . h tm l
（2014/10/21閲覧）

10  サイズ2、4は日本で言えば、およそ5号、7
号くらいのイメージである。
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11  「プロジェクトランウェイ/NYデザイナー
バトル」は、アメリカのケーブル局Bravo
製作のリアリティ番組で、日本では
WOWOWで2006年から放送されている。

12  昨今「見た目重視」という価値観は、若い
女性だけのものではない。おしゃれを楽し
むという趣味が、年齢性別を問わず広がっ
ている。言い換えれば、幾つになってもど
のような体型になっても、「キレイ」にな
るという努力から降りられないということ
でもある。老齢になっても、体型が崩れて
も見た目を重視する価値観に支配されてい
ることから逃れることができず、「キレイ」
になる努力を続けさせられてしまうという
ことも指摘しておきたい。

13  社会的な差別状況を改善する一環として言
葉を変えるということは、社会運動におけ
る手法の一つである。アメリカでは体重過
多の太った女性たちへの差別をなくし、女
性たちへのエンパワーメントを目的とした
ムーブメントの中で、BBWという言葉が
作られた。しかし、現在では、エンパワー
メントのために作ったタームである BBW
が、本来の意味から外れてポルノグラ
フィックなニュアンスの肥満した女性の性
的身体表現する言葉として流通している。

14  ここで言う「健康言説」は、医学における
肥満についての研究から政府の健康増進計
画だけでなく、「健康」のための様々な商
品やサービス、情報などすべてを含むもの
である。

15  厚生労働省「メタボリックシンドロームを
予防しよう」

  http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/
metabo02/（2014/10/21閲覧）

16  生まれた瞬間から体重や身長が測定され記
録に残される。義務教育など教育機関で行

われる健康診断によって示される数値に
よって、私たちは自分の身体と向き合うこ
とになる。ここでも体重の管理は重視され
ている。高度経済成長期には、「肥満児」
対策が課題になる。食生活の向上、受験勉
強やテレビの普及による運動不足がその原
因とされ、その解消については各学校の課
題になっている。新聞などのメディアでは、
1960年代半ばになると「肥満児」が目立っ
て増えていることについての記事や各学校
の取り組みなどが報告されている。ちなみ
に、朝日新聞・文部省（現文部科学省）の
主催による、「健康優良児」の表彰や健康
優良校の表彰が行われていた。
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